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「目に青葉山ほととぎす初鰹」といわれる清々しい時候と
なりました。
５月から、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置
づけが５類に移行され、マスクの着用も個人の判断が基本と
なるなど、ほぼ以前の日常が戻ってくる日も近いと思われま
す。　３年間の長かった自粛生活も終わりを迎え、普段の生
活を取り戻したいものです。

一方、ロシアのウクライナ侵攻による原材料価格の高騰や
円安などから物価の上昇が続いており、、ひとり親家庭の生
活はより厳しい状況となっています。ひとり親家庭の親と子
が安心して暮らせるよう、私たちもより一層声を上げていき
たいと思います。
連合会では、８月にカーネーション旅行を１泊２日で計画
しています。７月の母子家庭母の集いなど他の行事も、以前
の様子に戻して開催していきますので、会員の皆様の参加を
お待ちしています。
最後になりましたが、行政並びに関係各位の更なるご支援
とご指導をよろしくお願いいたします。

「ひとり親家庭に安心できる明日を」「ひとり親家庭に安心できる明日を」

大阪府母子寡婦福祉連合会　理事長

滝本 美津代

令和５年１月14日付にて、母子部会長を重任
させていただくことになりました。会長職となっ
ての２年間を振り返ると、コロナ禍の影響もあり、
様々な活動制限に強いられ、モットーとしている
「ひとりでも多くの方との出会いを大切に…」を
なかなか実行できず、歯がゆさ感じるものでした。
ようやく様々な行動制限も緩和され、あらためて
スタートラインに立ち、みなさまとともに力を合
わせて、活動の輪を広げていきたいと考えており
ます。
現在、コロナ禍による影響が長期化する中で、
食費等の物価高騰等ひとり親家庭の家計に深刻な
影響を与えています。このような中、みなさんが
少しでも前を向いて進んで行くことができるよう
働きかけたいと考えております。
引き続き、ご支援ご指導の程よろしくお願いい
たします。

会員の皆様、いつもご協力いた

だける皆様、母子部副会長の樺山で

す。

世の中が不安定な中、未来ある子

ども達の為に、『今』を見つめ直し

ていければと思います。

『一人よりも二人、二人よりもた

くさんの人達の力で！』を私のス

ローガンとして、活動致します。皆

様のお力添え、どうぞ宜しくお願い

致します。

この度、母子部副会長を務めさせてい

ただく事になりました。

不慣れなことも多い為、諸先輩方のお

力をお借りしながら、一生懸命頑張って

いきたいと思います。

私がひとり親家庭になり、母子会に

入会して丸10年が経とうとしています。

仕事と子育ての両立の大変さは、皆さん

と同じように身に染みて感じています。

その中で、母子会の旅行やイベントに子

供と一緒に参加し、楽しい思い出を作ら

せていただきました。母子会の活動を

もっとたくさんの方に知って頂けるよう

に、微力ながら尽力いたします。どうぞ

よろしくお願いいたします。

ひとり親家庭の生活の安定と
　向上に向けて　向上に向けて

母子会の輪を広げるために
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正・副会長が決定　２年間よろしくお願いします



ひとり親家庭健全育成事業ひとり親家庭健全育成事業
○奨学金給付事業
・皓養奨学金　　　 会員の高校第３学年在学の児童を対象に奨学金を給付
・井手昌子奨学金　 会員の小学６年生と中学３年生の児童を対象に給付
※ どちらも、人数制限あり、対象学年の４月１日現在会員となって１年以上
○カーネーション旅行
ひとり親家庭の親子の思い出に残る夏休みになるよう、親や子ども同士
の交流を盛り込み、自然体験を通して仲間作り等を目的に交流事業を実施。
○会員の小・中学校入学児童に祝品贈呈
（一財）皓養社からの寄付を財源に会員の小・中学校入学児童に図書券贈呈
※入学時、会員となって半年以上
○会員の小学校入学児童にランドセル贈呈
スキージャンプ髙梨紗羅選手及び株式会社クラレ様より寄贈
母子父子寡婦福祉推進事業母子父子寡婦福祉推進事業
○大阪府母子家庭母の集い
母子父子等福祉の啓発、推進を図ることを目的に開催。優良母子家
庭の表彰、子どもの作文発表、大会決議を行い大阪府及び国に要望する
７月22日（土）大阪府立母子・父子福祉センター　250名
○大阪府母子寡婦福祉大会
大阪府と共催。知事表彰、体験発表、大会宣言、講演、アトラクションなど
令和６年２月12日（振替休日）　クレオ大阪中央　1000名
お母さん旅行お母さん旅行
交流と親睦を図るため、春と秋に寡婦を中心に実施
①春（１泊２日）  ６月18日（日）～６月19日（月）
　白兎神話の鳥取　千年亭
②秋（日帰りバスツアー） 11月　詳細未定

女子スキージャンプ髙梨紗羅
選手及び株式会社クラレ様より
大阪府福祉部子ども家庭局子育
て支援課を通じ、今春、小学校
に入学する当連合会会員の子ど
も74名にランドセルを寄贈し
ていただきました。今年で10
年目になります。ありがとうご
ざいました。

令和５年２月11日（祝）クレ
オ大阪中央に於いて、約800名が
参加し、また、国会議員、府議会
議員他、多数の来賓の方々にご臨
席いただき、３年ぶりに大阪府母
子寡婦福祉大会を開催しました。
大阪府知事表彰では、高齢寡婦８
名、母子家庭の母８名が受賞しま
した。式典後、母子家庭の母と寡

婦による体験発表があり、その後大会宣言を行い、第一部を終了しました。
第二部では、京都先端科学大学健康医療学部健康スポーツ学科特任教
授　吉中康子氏を講師に迎え、「人生100年時代の健康知識と実践」－
動く薬！ビタミン体操を楽しもう！－の講演があり、介護予防の体操な
どを教えていただきました。
最後にリリーエコーが「平和を願って」をテーマにコーラスを披露し、
閉会となりました。
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入
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令和５年度
大阪府面会交流支援事業のご案内

面会交流とは、子どもと離れて暮らしている父母の一方
が子どもと定期的、継続的に、会って話をしたり、一緒に
遊んだりするなどして交流することをいいます。
離れて暮らしていても、子どもにとってはかけがえのな
い父と母であることは変わりありません。社会福祉法人大
阪府母子寡婦福祉連合会では、大阪府からの委託を受けて
面会交流のサポートをしています。
詳しくは、大阪府母子寡婦福祉連合会にお尋ねください。

大阪府知事表彰を受賞された方々

令和５年度　事業案内令和５年度　事業案内
令和５年度連合会年間行事予定令和５年度連合会年間行事予定

日　程　等 事　　　業　　　名
6 / 3 （土） 合同会議・指導者研修会
6 /10（土） 大阪府母子父子福祉推進委員研修会

皓養奨学金給付式
6 /18～19（日・月） 春のお母さん旅行　白兎神話の鳥取　千年亭
7 /22（土） 大阪府母子家庭母の集い

（大阪府立母子・父子福祉センター）
8/5～6（土・日） カーネーション旅行　滋賀県マキノ高原パークホテル
10/15（日） 近畿地区母子寡婦福祉研修大会（兵庫県）
10/ 母子・父子福祉センター創立記念事業
11/18～19(土・日） 全国母子寡婦福祉研修大会（長崎県）
11/ 秋のお母さん旅行　詳細未定
12/ 2 （土） 合同会議・生活向上事業
Ｒ 6
2 /12(振替休日） 大阪府母子寡婦福祉大会（クレオ大阪中央）

3月 入学祝贈呈（会員の小・中学入学児童）
井手昌子奨学金給付

年 1回 6 日間 家庭生活支援員研修会
（大阪府立母子・父子福祉センター）

随時 趣味の講座

お 礼お 礼

令和５年

大阪府母子寡婦福祉大会大阪府母子寡婦福祉大会


